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〔いつまでも、いつまでも、そしていつまでも〕

桜
前
線
が
全
国

ニ
ュ
ー
ス
で
大
き
な
話
題

に
な
る
ほ
ど
日
本
人
は
桜
が
好
き
だ
。
そ
し

て
今
年
も
見
事
に
南
小
学
校
の
桜
が
咲
い
た
。

南
小
学
校
の
お
花
見
給
食
は
昭
和
三
十
七
年

か
ら
続
く
恒
例
行
事
と
の
こ
と
。
陽
気
も
よ

く
、
小
学
生
と

一
緒
に
桜
の
下
で
食

べ
る
弁

当
は
格
別
に
美
味
い
。

い
つ
ま
で
も
続
く
風

景
で
あ
り
た
い
。

先
ご
ろ
発
表
さ
れ
た
市
区
町
村
別
平
均
寿

命
で
は
、
当
町
は
女
性
が
八
八

・
五
歳
で
全

国
三
位
の
長
寿
で
あ
る
。
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
女
性
が
元
気
な
町
で
あ
る
と
言
え
め
で

た
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
男
性
は
八
〇

・
○

歳
で
あ
る
。
後
期
高
齢
者
な
ど
と
言
わ
ず
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
活
で
き
る
町
で
あ
り

た
い
。

今
年
も
、
萩
山
神
社
の
春
の
例
祭
に
浦
安

の
舞
が
奉
納
さ
れ
、
里
で
は
芸
能
保
存
会
に

よ
る
獅
子
舞
が
行
わ
れ
た
。
（五
ペ
ー
ジ
）

舞
姫

の
意
気

の
び

っ
た
り

と
合

い
し
時

六

つ
の
鈴

の
き
ら
り

と
光
る

士
口
　
川
　
工
　
晃

荒
ぶ
れ
る
獅
子
曳
く
稚
児
に
花
吹
雪

舞

い
て
わ
き
立

つ
萩
出
の
郷

松
　
島
　
修
　
一二

い
つ
ま
で
も
郷
土
の
心
豊
か
な
伝
統
で
あ

り

た

い
。
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

林
　
　
　
稔

わ
り
、
黒
沢
川

下
流

の
河
川
改

修
工
事
も
進
行

し
て
い
ま
す
。

◎

一
区
で
は
地
元
の
人
達
と
町

職
員
に
て
、
二
台
の
木
材
破
砕

機
で
唐
沢
洞
と
つ
つ
じ
ヶ
丘
常

会
北
側
道
路
沿
い
の
竹
林
整
備

を
行
い
、
併
せ
て
町
に
よ
る
護

岸
維
持
工
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
で
の
山
林
整
備

や
環
境
整
備
こ
そ
大
事
な
取
り

組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
町
制
五
十
周
年
記
念
植
樹
で

下
市
田
区
の
六

自
治
会
は
松
岡

城
址
公
園
に
、

松
源
寺

・
愛
護

会

の
ご
理
解
を

得
て
六
本

の
エ

ノ
キ
を
植
樹
し

ま
し
た
。

将
来
、
松
岡

城
址

に
あ

っ
て

高
森
町
を
代
表

す
る
名
木
と
な

る
こ
と
を
確
信

し
ま
す
。

◎
二
月
五
日
、

第
十
九
回

「
萩

の
里
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
開
催

さ
れ
、
招
待
者

や
園
児
な
ど
三

百
余
名
が
手
づ

く
り
の
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
社
協

の
方

針

で
、
区
に

一
同
が
会
す
る
の

で
は
な
く
、
六

つ
の
自
治
会
ご

と
に
、
よ
り
身
近

で
ま
と
ま

っ

た

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
事
業
と
し
て

行
う
こ
と
と
な
り
、
今
年
が
最

後
と
な
り
ま
す
。

◎

こ
の
度
、
要
望

の
多
か

っ
た

高
机
二
十
六
脚
と
椅
子
二
百
十

六
脚
を
購
入
し
ま
し
た
。
少
人

数
の
会
合
で
も
ご
利
用
下
さ
い
。

区
民
会
館

の
東
側

へ
収
納
倉
庫

を

つ
く
る
予
定

で
す
。

区
報
が
７０
号
を
迎
え
ま
し
た
ｃ

昭
和
五
十
九
年
創
刊
よ
り
下
市

田
の
歴
史
や
文
化
、
時

の
移
り

を
綴

っ
て
二
十
四
年
。
公
民
館

支
館

で
は
秋
の
文
化
祭
に
向
け

て

「
写
真

で
残

そ
う
萩

の
里
」

の
企
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。
又
、

春

の
祭
典
で
は
萩
山
神
社
、
郷

土
芸
能
保
存
会
と
も
関
係
者
、

区
民
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
声

援

で
盛
大

に
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

◎
四
月
十
三
日
、
町
と
Ｆ
市
田

区
代
表
者

で
地
区
計
画
に
よ
る

道
路

・
河
川
等

の
改
良
、
維
持

に
関
す
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、

計
画
三
十
五

ヶ
所
を
巡
視
し
ま

し
た
。
要
望

に
沿

っ
た
施
行
を

望
み
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
氏
子
総
代
、

林
務
委
員
も
加
わ
り
、
巡
礼
沢

の
里
山
森
林
整
備
計
画
の
下
見

も
行
い
ま
し
た
。

◎
工
事
関
係

で
は
二
月
中
旬

一

五
三
号
線
Ａ

コ
ー
プ
前
か
ら
北

へ
の
歩
道
工
事
が
完
成
、
積
善

会
館
進
入
路
も
開
通
し
、
安
全

性

・
利
便
性
と
も
高
ま
り
ま
し

た
。下
市
田
河
原
農
免
道
路
終
末

処
理
場
周
辺
も
拡
幅
舗
装
が
終

‐ルト・

上印減 (単位 円 )

平成19年度 下市田区一般会計決算報告書
(自 平成19年 1月 111～ 至平成20年 3月 3111)

決算収入額 37.995,594円  決算支出額 32.291,854111 差引残高 5,703.740円
【支出の部】

平成19年度 高森町公民館下市田支館決算報告書
(自 平成19年 1月 111～ 至平成20年 3月 3111)

決算収入額 3.924.800円  決算支||1額 3.265,73711i 差引残高 659,063円
【支出の部】

【収入の部】

印減 (単位 円 )

一
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一衛

一務

一木

一利

一災

一瀬

一備

一境
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一民

一

総

一環

一林

一土

一水
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一公

一予

１

２

一
３

一
４

一
５

一
６

一
７

一
８

科   目 1予 算 額

費 112.020,000

費
'1,050,000

雲彎
・
    900.000

費  4.800,000

費  4,060.000

費  2,600.000

費  3.000.000

費  1.720.000

30,150.000支 出 合 計

22,914

193,000

344,080

1,874,799

2,165,515

44,710

0

6,697.452

2.141.854

決 算 額 増  減

11,997,086

857,000

555,920

2,925,201

1,894,485

2.644,710

3.000,000

8.417,452

32,291.854

△

△

△

△

科   日
1.区

2.繰  人
3.町 支 出

4.財 産 収

5.地 元 負 担 金

6.消 防義 務 金

7.諸 収 入 金
8.前 期 繰 越 金

収 入 合 計

予 算 額

15,000,000

550,000

4,500,000

1,600,000

200,000

2,100,000

1.500.000

4,700.000

30,150,000

決 算 額

15、669,800

1,411,930

5,114,491

1,521,638

367,070

2,150,000

7.033.288

37、 995,594

1曽  減
費

金

一金

一入

669,800

861,930

614,491

78,362

167,070

50,000

3,227,377

2.333,288

7.845.594

科

総

事

広

予

支

一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一
ゝ
コ

務

一業

一報

一備

再

目

費

費

費

費

計

予 算 額

2,100,000

1,700,000

20,000

86,000

3,906,000

決 算 額

1.840,213

1,392,485

6,639

26.400

3,265,737

増  減
△ 259,787

∠:ゝ 307,515

△  13,361

△  59,600

∠:ゝ 640,263

科

収 入 合 計

予 算 額

535,000

3,000,000

370,000

1,000

3,906,000

決 算 額 1増
535.631 1

~ ~~        1

3.000.000 1

369,600 1 ∠:ゝ
‐  ‐   ~¬ ~ ~~

19.569 1

3,924,800 1

減

631

0

400

18,569

18.800

繰

繰

補

雑

金

一金

一金

一人

越
　
人

助

収

【収入の部】

△
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平
成
十
九
年
度
決
算
の

監

査

委

員

所

見

下

平

民

也

四
月
十
八
日
に
林
区
長
以
下
、

下
市
田
区
三
役
、
松
岡
支
館
長
以

下
公
民
館
三
役
、
甕
総
代
長
他
萩

山
神
社
三
役
立
会

の
も
と
、
湯
沢

操

一
監
査
委
員
、
片
桐
猛
監
査
委

員
、
三
名

に
て
平
成
十
九
年
度

の

下
市
田
区
通
常
会
計
、
特
別
会
計
、

下
市
田
支
館
、
萩
山
神
社
会
計

の

監
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
会
計
も
現
金
出
納
簿
、

領
収
書
、
預
金
通
帳
、
関
係
書
類

な
ど
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

各
会
計
さ
ん
の
御
苦
労
が
良
く
理

解
出
来
ま
し
た
。

下
市
田
区
会
計

に
関
し
て
は
町

の
財
政
事
情
も
あ
り
土
木
費
、
水

利
費
が
予
算

に
対
し
て
大
き
く
落

ち
こ
ん
で
い
ま
す
。
道
路

の
補
修

な
ど
、
区
独
自

で
出
来
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
又
、
区
費

の
徴
収

に

関
し
て
は
会
計
さ
ん
の
尽
力
に
よ

り
増
え
て
お
り
結
構
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。

公
民
館

の
会
計
に
つ
い
て
は
限

ら
れ
た
予
算

の
中

で
沢
山

の
事
業

を
さ
れ
て
お
り
、
役
員
皆
様

に
改

め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

萩
山
神
社

に
つ
き
ま
し
て
は
念

願

の
提
灯
も
出
来
上
が
り
総
代

の

皆
様
大
変
御
苦
労
様

で
し
た
。

以
上
、
簡
単

で
す
が
所
見
と
し

ま
す
。

平成 20年度 高森町公民館下市田支館

歳 入歳 出予算書

(自 平成20年 4月 1日 ～至平成21年 3月 31 Fl)

平成20年 3月 1611可決

【歳入の部】       【歳出の部】 (単位 千円)

平成20年度 下市田区一般会計

歳 入歳 出予算書

(自 F`成 20年 1月 111～ 至平成21年 3月 3111)

平成20年 3月 1611口∫決

【歳入の部】         【歳出の部】  (単 位 T円 )

科  目 本年度予算額

繰 越 金 727

繰 入 金 3,000

補 助 金 370

雑 収 入

合  計 4,098

科  目 本年度予算額

総 務 費 2,200

事 業 費 1,820

広 報 費 20

予 備 費 58

ノゝ
計

4,098

お1   日 本年度予算額

1.区   費 15,700

2.繰 入 金 1,000

3.町 支 出 金 4,350

4.財 産 収 入 1,500

5.地元負担金 350

6.消 防義務金 2,150

7.諸 収 入 金 1,500

8.前期繰越金 4,680

イヽ     言十 31,230

科  「| 本年度予算額

1.総 務 費 1  12,020
2.環境衛生費 1,050

3.林 務 費
|

900

4.土 木 費 4.800

5.水 利 費 4.060

6.防 災 費 2.600

7.公 民 館 費 3.000

8.予 備 費 2,800

イト     言十 31.230

ヽ

平成20年度 高森町公民館下市田支館事業計画 平成20年度 高森町公民館下市田各分館事業計画

月||(曜 ) 'j' 業 名 1勺      ′ギ 月 11(1イI) '「   業  名 ′ド|′ 1ヽ

6り 11「 1 *区報・館報「萩の郷」

70号発行

。年 3国発行 *子供ふれあいウォーキング
*ふれあい広場夏祭り

(積善会館にて)

*1区芸能祭

*ペタンク大会 (高森ドーム)

・区内巡り、積善会館で11食。
。夜店、ゲーム、踊り、子供花火等.

。福祉センター大ホールにて、常会、踊

りの皆さん方に多数参加してもらい、

1区の親睦を深める。

・常会対抗

賞品等出して賑やかに開催するc

9月 14日 ‖I)

5月 31日 (1」

7月 19日 (D

11り ,30「1(||)

6り ,7日 (|」

る考えを聞く
。町議からの活動報告

・区民からの質問、要望

・懇 親 会

*地元出身町議会議員
|。
テーマを決めそれに対す

との懇談会

|

7月 26‖ l」 *萩の 11祭 り ・ al メ雨 り
。r供花火大会

・演奏、演技 (保育1劇児)
。お楽しみコーナー

6月 lF‖‖)

7月 12日 (1」

10月 12日 (‖ )

21年

1月 1日 (本 )

*ペタンク大会
*納 涼 祭 (下 二会館)
*下 2ふれあい運動会

*元 llマ レットゴルフ大会

・常会対抗で行う。

・区民全員で楽しい夜を過ごす
=

・町の運動会が無い年に、区民全員で運

動会を楽しむ。

・新年会前にマレットゴルフを楽しむ,

。高寿会、育成会、小中学生

グランドゴルフ、グーツ、輸投げなどぅ
。常会対抗

*多世代交流軽スホーツの集い

(区民会館・区民広場 )

*ふれあい運動会

(南小グラント

雨入の場合南小体育館 )

10月 18日 (11)

～1911(‖ ,

*文化祭り

萩のllふれあい広場

。作品展示

・親子マレットゴルフ大会

・講 演 会

・舞台発表

6月 22日 (H)

10月 12日 (H)

ll月 111 *区報。館報「萩の郷´

71号発行
―

　

　

ス

8月 3日 (H)

10月 5日 (11)

21年

1月 1日 (和

2月 111(H)

*夏季スポーツ大会 (町民グランド)
*ふれあいの広場 (区民会館)

*元旦マラツン (四区生活センター)
*冬季スポーツ大会 (高森ドーム)

・ソフトボール

・ ミニ運動会、演芸会

。他地区からの参加も歓迎

・ゲートボール、ベタンク大会

11月 1511(I」

～1611(H)

*町ふるさと祭りで

テント村出店

・おじるこ無料サービス

(2■ 00食予定 )

21年

2月 1日

*区 報。館報 萩の郷
72号 発行 ５

　

区

6月 28日 (D

～29日 (日 )

9月 14日 (口 )

*敬老会。文化祭り。ふれあい広場

(下五会館)

*下 5スポーツ大会 (高森ドーム)

・高齢者と障害者を招待

ステージ、展示発表、昼食会

・ペタンク、グランドゴルフ大会
3り J28日 (t」

～2911(‖ )

*萩山神社春祭り夕祭
′′   本祭

・囃チ屋台の短冊依頼、飾

りつけ
。囃子14:台引きr供へ法被

貸与、おやつ配布

・写真、ビデオ撮影

ズ

．

5月 18日 (H)

8月 3日 (日 )

18日 (月 )

12月 23日 (カ

21年

1月 11日 (H)

*グランドゴルフ大会
*納涼祭、盆踊り
*夏 祭 り
*し め縄作り

*どんど焼き

・親水公園にて各組、常会対抗の大会
。お祭り広場にて各団体と協調して行う。
。大煙火大会、灯電流し
。二月飾り講習会

～10月 18‖ *写真で残す萩の 1■ 地ノしの歴史的財産、景観

的財産を写真で残す .
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■
枢
玖
腺
旧
唱
梓
一

四
月
に
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
ド

が

っ
て
喜
ん
で
い
た
ら
、
五
月

に
は
前
の
価
格
以
上
に
値
上
が

り
し
て
し
ま
い
が

っ
か
り
で
す
。

原
油
の
高
騰
に
よ

っ
て
、
灯

油
、
軽
油
等
石
油
製
品
を
は
じ

め
と
し
て
物
価
全
体
の
上
昇
が

起
き
る
こ
と
は
困
り
ま
す
が
、

唯

一
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
は
、
工
夫
次
第

で
チ
ャ
ン
ス

に
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

高
森
の
資
源
と
し
て
、
里
山

の
立
本
を
薪
と
し
て
利
用
、
竹

薮
を
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
研

究
も
楽
し
み
で
す
。

遊
休
農
地

ヘ
ナ
タ
ネ
を
作

っ

て
ナ
タ
ネ
油
を
搾
り
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
燃
料
に
し
よ
う
と
、　
一

昨
年
よ
リ
ナ
タ
ネ
を
作
り
、
油

を
搾
り
は
じ
め
ま
し
た
。　
．

ナ
タ
ネ
油

の
九
〇
％
以
上
が

遺
伝
子
組
替
え
な
の
で
否
遺
伝

子
組
替
え
の
油
が
ほ
し
い
、
と

の
話
が
あ
り
、
当
面
食
用
油
と

し
て
利
用
し
た
後

の
廃
食
油
か

ら
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

を
作
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
使
用

す
る
研
究
を
始
め
よ
う
と
思

い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご

一

緒

に
。
三
区

上

沼

置
一
守

先
ず
、
７０
号
萩

の
郷
発
行
に

あ
た
り
、

こ
の
様
な
機
会
を
与

え
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
下
市
田
地
区
出
身

で

あ
る
熊
谷
町
政
と
な
り
ま
し
て

か
ら
、
三
度
目
の
予
算
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
私
ど
も
議
員
が

厳
し
い
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
中

で

健
全
財
政
を
貫

こ
う
と
す
る
熊

谷
町
政
の
姿
勢
は
高
く
評
価
す

る
も
の
の
、　
一
方

で
福
祉
施
策

事
業
等

の
削
減
や
、
地
区
計
画

見
直
し
と
称
し
て
の
大
幅
な
予

算
削
減
な
ど
実
質
町
民
生
活
に

痛
み
を
強

い
る
政
策

に
違
和
感

を
感
じ
る
事
も
実
態

で
す
。
特

に
開
設
以
来
そ
の
運
営
問
題

で

紛
糾
し
な
か

っ
た
事

の
無

い
ラ

ン
セ
ン
タ
ー
問
題

に
関
し
て
町

長
は

一
向
に
先

の
見
え
な
い
弁

明
に
終
始
し
、
又
今
年
度
も
多

額
の
血
税
を
費
や
す
結
果
と
な
っ

て
し
ま

っ
た
事
に
、
以
後
の
熊

谷
町
政
運
営
に
対
し
厳
し
く
苦

言
中
し
上
げ
て
い
る
訳
で
、
身

の
丈
に
あ

っ
た
町
政
運
営
が
成

さ
れ
る
上
で
も
、
区
民
皆
様
の

ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

区

宮

外

正

ｒ
ｉ
‥
…
…
…
…
‥
‥
…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●

町
政
は
国
か
ら
の
交
付
金

・

補
助
金

の
削
減
に
よ
り
、
厳
し

い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

議
員
活
動
と
し
て
は
、
町
内

外

に
視
察
を
し
て
見
間
を
広
め

て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
上
越
市

の
市
民
プ
ラ
ザ
を
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
中

で
親
子
の
木
工
広

場
が
あ
り
ま
し
た
。
当
町
で
も

充
分
可
能

で
あ
る
と
思
う
。
今

年
は
飯
田
市
千
代

に
あ
る
南
信

バ
イ
オ

マ
ス
エ
場
を
視
察
し
ま

し
た
。
地
球
環
境

に
や
さ
し
い

ペ
レ

ッ
ト
ス
ー
ブ

の
導
入
に
つ

い
て
は
、
今
後
費
用
面
で
ク
リ

ア
で
き
れ
ば
可
能
で
あ
り
ま
す
。

又
、
町
民
の
要
望

に
応
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
か
わ
せ

み
の
家
と
そ
の
南
側
の
上
地
を

町
有
地

に
す
る
べ
く
要
望
し
実

現
し
ま
し
た
。
そ
の
他
上
手

の

改
修
、
防
犯
灯
の
設
置
、
困
り

事

の
相
談
も
あ
り
対
処
致
し
ま

し
た
。
県
道

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
修
繕
依
頼
が
あ
り
、
県
知
事

直
下
の
部
局
に
要
望
し
実
現
し

ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
言
葉

足
ら
ず
で
す
が
、
今
後
共
視
野

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

四

区

小

島

福

夫

下
市
田
区
民
の
皆
様

に
は
日

頃
大
変
御
世
話
様

に
な

っ
て
お

り
ま
す
。
私
は
産
業
建
設
委
員

会
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

蘭
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
新
潟

地
震

の
震
央
で
あ

っ
た
川
口
町

の
視
察

に
つ
い
て
の
報
告
を
い

た
し
ま
す
。

蘭
セ
ン
タ
ー
の
三
本
柱
と
し

て
蘭
分
野
で
の
世
界
的
権
威
者

の
唐
沢
先
生
、
次
に
希
少
価
値

の
原
種
、
三
点
目
に
景
観
の
良

さ
で
す
が
、
九
月
末

に
は
寄
贈

さ
れ
た
原
種
が
沖
縄

へ
移
行
し

唐
沢
先
生
も
共
に
行
か
れ
る
。

そ
の
後
は
町
と
し
て
指
定
管
理

者

の
公
募
を
募
り
、
決
定

の
場

合

で
も

一
般
会
計
か
ら
の
持
出

し
は
現
予
算
額
位
は
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。
方
向
は
廃
園
に
向

っ

て
い
ま
す
。
二
点
目
の
視
察
に

つ
い
て
、
昨
年
秋
、
新
潟
地
震

の
被
災
地

で
あ
る
川
日
町
を
視

察
研
修
し
ま
し
た
。
発
生
時
よ

り
三
日
間
は
情
報
が
錯
綜
し
て

そ
の
間
は
自
分
達
で
生
命
維
持

一
に
な
り
ま
す
が
、
宝

を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
事

一
し
く
お
願
い
致
し
ま

で
し
た
。
以
上
緊
急
対
策
の
問

題
提
起
を
い
た
し
ま
し
た
。

織
委
員
会
活
動
報
告
　
　
　
織北
い
鵡
）】一Ｔ・肛
坤

器
　

　

水
利
委
員
長

上

沼

　

清

器
住‐‐
財
は
加
［
岬
押

日
頃
、
区
民
の
皆
様
方

に
は
　
い
ろ
い
ろ
と
理
解
を
い
た
だ
く

河
川

・
水
源

・
水
路
等
水
利
事
　
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
宜

業
に
伴
な
い
、
色

々
と
ご
協
力
　
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

頂
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
中
し
上
　
　
又
、
最
近
日
立

つ
の
が
上
段

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
住
宅
増
加
で
、
雨
水

の
排

水
利
委
員
長

の
任
期
は
、
一
一　
水

の
為
排
水
路

・
用
水
路

へ
の

年

．
期

で
前
半
が
終
り
後
半

の
　
流
水
が
多
く
な
り
、
降
雨
時
に

任
期

に
入
り
ま
し
た
が
、
今
後
　
な
る
と
下
流

で
は

（下
段
）
水

も
区
民
の
皆
様

に
は
、
大
変
お
　
位
が
増
し
て
水
路

の
大
き
さ
等

世
話

に
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
　
に
問
題
が
出

て
、
今
後

の
課
題

が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

二
月

に
は
四

ヶ
所

の
堤

の
ｔ
　
　
今
後
も
水
利
委
員
の
活
動
に

手
草
焼
き
を
実
施
し
ま
し
た
。
　

区
民

の
皆
様

の
理
解
と
御
協
力

四
月
二
十
九
日
に
町
内

一
斉
　
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

井
ざ
ら
い
が
行
わ
れ
、

区
民

の
皆
様
方

の
ご

協
力
に
よ
り
井
ざ
ら

い
作
業
が
終
ｒ
い
た

し
ま
し
た
。

次
に
大
き
な
作
業

と
し
ま
し
て
は
、
七

月
に
堤
四
ヶ
所

の
上

手
草
刈
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

つ
き
ま
し

て
は
今
同
の
草
刈
に

ご
協
力

い
た
だ
く
区

民
の
方
は
三
区

・
四

区

・
五
区
の
皆
様
に

応
援
を
い
た
だ
く
事

す

。こ
こ
数
年
新
築
住

ni■
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春

の
日
ざ
し

が

一
段
と
濃
く

な

っ
て
き
た
三

月
五
日
、
百
十

六
名

の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、

下
市
田
地
区
萩

の
里
ふ
れ
あ
い

広
場
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

下
市
田
区

の

お
計
ら
い
に
よ

り
、
新
調
さ
れ

た
立
ち
机
を
初
下
ろ
し
の
形
で

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
机
の
香
り
漂
う
会
場
で
、

ま
ず
恒
例

の
下
市
田
保
育
園
の

皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
踊
り
や
拳

王
を
見
て
楽
し

み
ま
し
た
。

こ

の
間
に
、
例
年
で
は
裏
方
で
ご

は
ん
を
炊
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

高
齢
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
を

考
慮
し
、
お
昼
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

一‐び
す
け

っ
と
」
に
作

っ
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
裏
方

で
盛
り
分

け
て
お
出
し
し
ま
し
た
。
そ
し

て
招
待
者
、
園
児
、
実
行
委
員

一

三
百
名
近
く
が

一
堂
に
会
し
賑

や
か
に
会
食

い
た
し
ま
し
た
。

午
後
は
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
演
劇

を
見
た
り
、
お
や

つ
の
苺
大
福

を
い
た
だ
い
た
り
、
み
ん
な
で

ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
伴
奏
に
合
わ

せ
て
な

つ
メ

ロ
を
歌

っ
た
り
し

ま
し
た
。
ご
近
所

で
も
家
族
の

中
で
も
ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
減

っ

て
き
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、

参
加
者
に
と

っ
て
、
ふ
れ
あ
い

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
な
ら
ば
、
幸

い
だ

っ
た

ぬ K
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
催
し

は
社
協
が
町
か
ら
の
委
託

事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
る

一

も
の
で
す
が
、
社
協
の
方

一

針

に
よ
り
、

こ
の
四
月
か

一

ら
町
内
二
十

一
地
区

で
の

一

開
催
と
な
り
ま
し
た
。　
　
一

次
国
か
ら
は
、
ど
う
ぞ

一

お
近
く
の
会
場
の
方

へ
お

一

運
び
願
い
た
い
と
思

い
ま

一

づ
ヽ
　

最
後
に
、

こ
の
会

に
ご

一欝一協
力
いた
だ
き
ま
し
た
皆
々

・
様
に
厚
く
お
礼
中
し
Ｌ
げ

ま
す
。

一
荻
０
姫
春
挙
リ

一・一　一　一一一一一一一一一一　一　一一一一一一一一一一一一一一一一・一　一一一一一̈
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大

沢

二
区
は
比
較

的
小
さ
な
地
区

で
、
世
帯
数
も

百
四
十
戸
余
り

と
、

こ
こ
数
年

ほ
と
ん
ど
変

っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

近
年
、
高
齢
者
も
多
く
な
り

六
十
五
歳
以
上
の
方
が
占
め
る

割
合
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ

て
お
り
ま
す
が
、
元
気
に
働

い

て
い
ら

っ
し

ゃ
る
方
が
多

い
の

は
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

昔
か
ら
、
ま
と
ま
り
の
良

い

地
区

で
す
が
、
な
お

一
層
親
睦

二
区
の
現
況

二
区
自
治
会
長

り

ょ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

諒

く
ん

（２
区
）

と
融
和
を
は
か
る
　
て
い
ま
す
。

為

に
、
自
治
会

の

行
事
と
し
て
、
七

月
に
納
涼
祭
、
十

タ
ン
ク
大
会
、
元
巳
の
マ
レ

ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
等
も
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

高
齢
者

の
方

々
を
対
象

に
し

て

「
あ
さ
ぎ
リ
サ

ロ
ン
」
も
毎

月
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
助
け

マ

ン
の
方

々
の
大
変
な
努
力
に
よ

り
、
会
費
は
お
茶
菓
子
代
百
円

の
み
で
、
保
健
師
さ
ん
の
健
康

講
話
、
指
導
等
、
又

ハ
ー
モ
ニ

カ
の
演
奏
、
手
品
、
歌
等
、
多

彩
な
演
芸

で
、
毎
回
大
勢

の
参

加
者

で
楽
し
い
交
流
会
と
な

っ

浦
安
の
舞
姫
の

皆
さ
ん

大

島

涼

子

さ

ん
（６
区
）

中
　
と
も
み
さ
ん

（３
区
）

塩

沢

灯

里
さ
ん

（２
区
）

森

谷

麻

衣
さ

ん
（１
区
）

地
域
の
ま
と
ま
り
と
、
信
頼

桜
上見

原:丸

松
iコEえ

口:王

遥考

平含

く

ん

4

区

梅
池け

内:王

佑 9

騎き

く

ん

1

区

操

月
に
ふ
れ
あ
い
運
動
会
を
計
画
　
講
演
会
を
開
催
し
て
会
員

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
ぺ
　
の
親
睦
を
は
か

っ
て
お
り

ヽ_

グ
ル
ー
プ
活
動
も
盛
ん
で
、
　

関
係
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ

高
寿
会
で
は
、
毎
月
各
方
面
か
　
て
お
り
ま
す
。

ら
多
彩
な
講
師
を
招
き
、

ま
す
ｃ
又
、
有
志

に
よ
る

「
朝

霧
そ
ば

の
会
」
で
は
、
毎

年
そ
ば
を
栽
培
。
共
同
作

業

で
汗
を
か
き
な
が
ら
の

交
流
と
、
収
穫
後

の
そ
ば

打
ち
体
験
、
味
見
の
会
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

地
域
農
政

で
は
牛
牧

に

遊
休
農
地
を
借
用
。
希
望

者

で
栽
培
管
理
を
行

い
、

美
味
し
い
牛
牧
大
根
を
味

わ
う
事
が
で
き
ま
す
。

橋じ

都琢

千ち

里 :

さ

ん

4

区

小お

川夕〕

夏ち

生き

さ

ん

5

区

ヨ
■
■

ヨ

「

■
週
鋪
秘
・

■
「

¬
.:

己」

■
Jl・

Ｊ
・

●

獅
子
曳
き
の
皆
さ
ん

●ヽ F｀ヽ
南

ね ぼ口豫甲暉蟄1暉聯
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私
の
三
つ
の
運
動

　
　
　
稲
曜
れ
い
南
蘇
ｒ
轍

一区

新

井

ま
す
み

袢

瑚

、
制
ン用

一
つ
目
は
結
婚
し
て
間
も
な
　
達
も
減
る

一
方
で
、
町
の
連
合

く
始
め
た
民
謡
踊
り
で
、
四
十
　
会
も
解
散
し
て
し
ま

っ
た
。
衣

年
近
く
続
い
て
い
る
。
近
所
の
　
装
や
動
作
は
地
味
だ
が
、
昔
か

呻着力ゝ気端』廠癖弓

］雌̈
赳静］だ刻

卿　スの二剛ド』工立って

下
市
田
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

六
区
出
身

上

沼

　

博

（茨
城
県
取
手
市
在
住
）

高
卒
後
、
四
年
振
り
に
、
兄

の
結
婚
式

に
出
席
す
る
た
め
に

郷
里
の
出
砂
原

へ
向

っ
た
。

新
宿
駅
か
ら
の
夜
行
列
車

の

旅

で
疲
れ
、

つ
い
座
し
た
ま
ま

寝
込
ん
で
し
ま

い

「
山
吹
」
と

聞

い
た
と
思

っ
て
目
を
開
く
と

車
窓
に
、
早
春

の
田
畑
と
遠
く

朝
も
や
の
中
に
自

っ
ぽ
い
河
原

が
見
え
た
。
天
竜
だ
、
伊
那
谷

だ
と
思

っ
た
。

左
方
を
見
る
と
、
天
竜

の
自

っ

ぽ

い
河
原

に

「
赤
茶
」
色

の
太

い
棒
状

の
も
の
が
、
天
竜
川
を

横
断
し
て
い
る
の
が
見
え
た
。

良
く
見
る
と
、
明
神
橋
だ

っ
た
。

私
は
、
そ
の
鉄
骨

の
明
神
橋

が
何
か
力
強
く
感
じ
、
ど
ん
な

風
雪

に
も
困
難
に
も
負
け
な
い

頑
張
れ
〃

と
励
ま
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
。

市
田
で
下
車
し
、
改
札

口
で

聞
き
な
れ
た
伊
那
の
言
葉

を
聞
き
、
や

っ
と
郷
里
に

着

い
た
と
思

い
ま
し
た
。

″♪
ニ
ニ
私

に
と

っ
て
、
出
砂
原
は

「
な

つ
か
し
く
暖
か

い
心

の
ふ
る
さ
と
」
で
す
。

六
区

上
沼
千
好
さ
ん
の

義
弟

思

い
の
ま
ま

三
区

杉

田

日
頃
、
平
々
凡
々
と
暮
ら
し

て
居
る
私
に
、
原
稿
を
依
頼
さ

れ
て
も
、
歴
史
あ
る
「萩
の
郷
」

に
載
せ
る
原
稿
な
ん
て
、
書
け

な
い
く
せ
に
受
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
思
い
の
ま
ま
に
書
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「我
輩
は
■
年
で
あ
る
」
モ
ー

六
十
歳
。
来
年
は
、
還
暦
に
成

り
ま
す
。
還
暦

っ
て
な
ん
だ
ろ

う
／

こ
ん
な
機
会
に
考
え
て

み
よ
う
と
辞
書
を
待
ち
出
し
ま

し
た
。
《
六
十
年
で
千
支
が
ひ

と
ま
わ
り
し
て
、
ふ
た
た
び
生

ま
れ
た
年
の
干
支
に
か
え
る
こ

と
》

《生
ま
れ
た
年
の
干
支
と

同

一
の
千
支
の
年
に
再
び
巡
り

合
う
こ
と
で
、
祝
う
風
習
が
あ

り
、
家
長
は
こ
れ

を
機
会

に
隠
居
し

洋
［　
一　
　
た
》
と
…
…
隠
居

な

ん

て
、

赤

い
チ

ャ

ン
チ

ャ
ン

コ
な

ん

て
？

今

で
は
、
六
十
歳
な
ん
て
現

役
、
田
ん
ぼ
や
畑
に
出

て
居
る

人
は
大
先
輩

の
方

々
、
頭
も
身

体
も
元
気
元
気
、

で
も
新
し
い

も
の

へ
の
挑
戦
や
興
味
は
残
念

な
が
ら
少
し
ず

つ
薄
れ
て
来

て

居
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
話
は
違

い
ま
す
が
、

こ
の
連
休
長
女

の
所

へ
初
節
句

の
御
祝

い
に
箕
輪

へ
、
次
女

の

所

へ
は

「
米
」
を
持

っ
て
福
生

（
八
王
子

の
隣
）

へ
と
行

っ
て

来
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

の
な
か
で
、
元
気
良
く
頑
張

っ

て
居
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
や

れ
や
れ
と
言
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
孫
も
今
六
人
、
今
年

の
九
月
に
は
七
人
に
成
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
我
が
家

で
も
、

長
女
が
今
年
か
ら
保
育
園
に
お

世
話

に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

こ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
見
る
よ
う
な
年

に
な

っ
た

の
か
な
と
、
す
こ
し
寂
し
く
思

っ

て
い
ま
す
。

一塁

一

言
，
動
ヽ
¨̈

仲
間
も
だ
ん
だ
ん
少

な
く
な

っ
た
が
、　
一

区
は
多

い
方

で
、
町

で
民
踊
を
続
け
て
い

る
グ
ル
ー
プ
は
数
え

ら
歌

い
継
が
れ
て
い
る

民
謡
を
踊
る
と
い
う
事

は

一
味
ち
が

っ
た
良
さ

が
あ
る
。

二

つ
目
は
四
年
程
前

か
ら
始
め
た
健
康
体
操

で
あ
る
。
（
パ

ッ
シ

ョ

ン
と
言

っ
て
い
る
）
友

達
に
誘
わ
れ
て
始
め
て

み
た
ら
、
又
こ
れ
は
民
踊
と
ち

が

っ
て
と
て
も
楽
し
い
。
三
十

代
か
ら
七
十
歳
近

い
人
ま
で
皆

年

の
事
な
ど
忘
れ
て
、
演
歌
な

ど
の
曲
に
合
わ
せ
て
約

一
時
間

二

つ
目
は
ダ
ン
ベ
ル
体
操
だ
ｃ

こ
れ
も
友
達
が
誘

っ
て
く
れ
て

二
年
前
か
ら
始
め
た
が
、
牧
内

隆
雄
先
生

の
指
導

で
月
二
回
二

時
間
弱
ラ
ジ
オ
体
操
や
ス
ト
レ
ッ

チ
の
後
、
ダ

ン
ベ
ル
を
使

っ
て

無
理
の
な
い
筋
肉
運
動
を
す
る
。

先
生

の
講
義
も
あ
る
し
、
ダ

ン

ベ
ル
を
使

っ
た
運
動

で
筋
肉

の

働
き
の
不
思
議
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動

に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
、

私
に
と

っ
て
は
捨

て
が
た
い
物

ば
か
り
で
あ
る
。
仕
事

の
都
合

も
あ
り
、
毎
回
出
席
す
る
こ
と

は
む
ず
か
し
い
が
、

つ
と
め
て

出
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

大
勢

の
友
達
が
出
来
、
時

に

は
料
理
の
話
や
食
事
会
な
ど
、

違

っ
た
楽
し
み
も
あ
り
こ
れ
ら

の
事
は
私

に
と

っ
て
大
き
な
収

穫

で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
体
の

続
く
限
り
出
掛
け
て
、
老
後
の

楽
し
み
を

一
つ
で
も
多
く
作

っ

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

一
緒

に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

半
汗
を
流
す
。
踊
る
だ
け
で
な

く

ス
ト
レ

ッ
チ
や
柔
軟
体
操
も

す
る
の
で
、
と
て
も
体
が
軽
く

な
り
時
間
の
た

つ
の
も
忘
れ
て

夢
中

に
な
る
。

こ
の
頃
、
同

年
か
ら
も
定
年

退
職
と
い
う
言

葉
を
耳

に
す
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
我
が
家
の

「
大

黒
柱

」

で

す
、
稼
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
隠
居
し
て

い
る
場
合

で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

元
気

に
頑
張

っ

て
行
き
た
い
と

思

い
ま
す
。
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む
ら
さ
き
色
の
ふ
じ
　
　
　
は詢林囃な，、抑

小
五

野

神

栞

奈

（六
区
）

ら
さ
き
色
の
花

私
の
家

の
横

に
は
、
ふ
じ
だ
　
を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
て
い
ま
す
〓

な
が
あ
り
ま
す
。
五
月
ぐ
ら
い
　
私

は
、
一
何
年
も
た

つ
の
に
毎

に
む
ら
さ
き
色

の
花
が

咲
き
ま
　
年
花
を
咲
か
せ
て
い
て
、
す
ご

す
。
今
年
は
、
昨
年
よ
り
花
が
　
い
な

ぁ
三

と
思

い
ま
す
。

長
く
た
れ
て
い
て
、
と

っ
て
も
　
　
ふ
じ
の
花
が
咲
く
の
は
と

っ

き
れ
い
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
は
　
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
花
は
む

ふ
じ
の
木

に
登

っ
た
り
、
ぶ
ら
　
ら
さ
き
色

で
き
れ
い
だ
し
、
に

さ
が

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
　

お
い
を
か
ぐ
と
甘

い
、

い
い
に

で
も
今
は
、
ぶ
ら
さ
が

っ
た
り
　
お
い
が
し
ま
す
。

で
も
、
少
し

し
て
い
ま
せ
ん
。
も
う
何
年
も
　
こ
わ
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ふ

た

っ
て
い
る
の
で
、
お
れ
そ
う
　
じ
の
花

の
み

つ
を
と
り
に
、
く

で
少
し
こ
わ
い
で
す
。

で
も
ふ

野
球
生
活
か
ら
得
た
事

わたしの作文

ぼくの作文

ま
ん
ば
ち
な
ど

の
は
ち

が
来

て
時

々
家

の
周
り

に
巣
が

作

っ
て
あ
り
ま

す
Ｆ

自
然

で
う
れ
し

い

事
だ
け
ど
や

っ
ぱ
り
少

し

こ
わ

い
で
す
。

ふ
じ

の
花

は
だ

い
た

い

＾
ヶ
月
半
か
ら
二

ヶ

手
ヽ
ｍ
ｍ
ｍ
‐日‐
田
鵬
鵬
１１１
一〓

月
ぐ
ら
い
ま
で
咲
く
そ
う
で
す
。

知

っ
て
み
る
と
長

い
と
思
う
け

ど
、
見

て
い
る
と
早

い
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。
ち

っ
て
し
ま
う

の
は
、
早
い
と
思
う
け
ど
、
き

れ
い
な
花

で
す
。
だ
か
ら
、

こ

て
い
く
内
に
投

中
三

蜂

谷

健

太

（
二
区
）

球
も
正
確
に
出

僕
は
、
小
学
校
三
年
の
時
、
　

来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て

友
達
に
誘
わ
れ
て
、
少
年
野
球
　
や

っ
て
き
た
初
め
て
の
試
合
。

を
始
め
た
。
そ
し
て
、
四
年
間
　
か
な
り
緊
張
し
て
い
た
が
チ
ー

野
球
を
続
け
て
い
ろ
ん
な
こ
と
　
ム
全
員
で
力
を
合
わ
せ
、
打

っ

を
経
験
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
て
打
っ
て
繋
い
で
勝

っ
た
。
打
っ

始
め
た
頃
は
、
ね
ら

っ
た
位
　
て
繋
ぎ
守

っ
て
助
け
合
い
、
励

置
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
ら
れ
な
か
っ
　
ま
し
合
う
野
球
、
ぼ
く
は
そ
ん

た
り
、
投
げ
て
き
た
ボ
ー
ル
を
　
な
野
球
が
好
き
に
な

っ
た
。
そ

う
ま
く
キ
ャ
ッ
チ
出
来
な
か

っ
　
の
後
も
練
習
に
練
習
を
重
ね
、

た
り
で
、
野
球
が
好
き
に
な
れ
　
多
く
の
試
合
を
し
た
。
六
年
生

な
か

っ
た
。
で
も
練
習
を
続
け
　
に
な
る
と
多
く
の
試
合
に
出
る

機
会
も
あ
り
、

そ
の
度

毎
に
練
習
も
厳
し
く
な

っ

て
き
た
。

や
が

て
や

っ
て
き
た

六
年
生
最
後

の
試
合
。

一
回
戦
目

は
勝
ち
二
回

戦
目
は
今
ま

で
に
勝

っ

た

こ
と

の
な

い
チ
ー
ム

ヽ
口

一

下
市
田
か
な
書
道
会
　
　
）三
一
・“
量
一
・「

五
区

橋

本

光

子

は
制

脳

は

こ
の
会

は
諏
訪
　
手
が
け
る

こ
と
が

で
き
る
よ
う

市

の
藤
澤
麦
草
先
　
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
曲
が
り

生
が
に
宰

し

て
お
　
な
り

に
も
自
分

の
字
が
書
け
る

ら
れ
る
南

日
書
道
　
よ
う

に
な

っ
て
き
た
と

い
う
と

会

に
所
属
し
、
毎
　
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。

月
資
格
認
定

の
為

　

『
の
し
袋

に
と

こ
ど

こ
の
字

の
作
品

の
送
付
と
　
が
書

け
た

ら
ｃ
」
と
軽

い
気
持

れ
か
ら
も
花
が
咲
く
よ
う
に
大

事

に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
ふ
じ
の
木
を
い
た
め
な

い
よ
う
に
し
た
り
、
ゴ
ミ
が
捨

て
て
あ

っ
た
ら
拾

っ
た
り
し
た

い
で
す
。

と
の
対
戦
だ

っ
た
。
や
が
て
き

た
僕
の

一
打
席
日
、
ク
リ
ー
ン

ヒ

ッ
ト
だ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の

後
も

つ
づ
き
先
制
点
を
得
た
。

更

に
追
加
点
。
追

い
つ
か
れ
そ

う
に
な

っ
た
が
守
り
抜
い
て
勝

っ

た
。
前
、
試
合
を
や

っ
て
大
敗

し
て
い
た
だ
け
あ

っ
て
そ
の
チ
ー

ム
に
勝
て
た
時
は
最
高
だ

っ
た
。

更

に
六
年
最
後

の
大
会
と
あ

っ

て
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
。
そ

し
て
こ
の
大
会

で
優
勝
し
た
。

何
も
悔

い
は
残
ら
な
か

っ
た
。

そ
ん
な
野
球
生
活
か
ら
学
ん

だ
こ
と
は
、
あ
き
ら
め
て
は
い

け
な
い
と
い
う
事
、
そ
し
て
仲

間
は
大
切
に
す
る
と

い
う
事
、

最
後

に
協
力
し
合
う
事

の
大
切

さ
を
学
ん
だ
。
野
球
生
活
か
ら

学
ん
だ
事
を
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

グループ紹介

定
例
会
を
行

っ
て
い
ま
す
ｃ

現
在

の
会
員
は
僅
か
二
名
で

直
接
ご
指
導
下
さ
る
先
生
も
な

く
、
挫
折
し
そ
う
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
お
互

い
に
励

ま
し
合

い
な
が
ら
、
か

つ
て
教

ち
で
入
れ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
北
林
只
人
先
生

の

『
書

道
は
習
字

で
は
な
い
。
き
れ
い

に
洗

っ
た
硯
に
清
水
を
注
ぎ
静

か
に
墨
を
磨
る
。
そ
の
間
に
呼

吸
を
整
え
集
中
力
を
養

い
な
が

ら
筆
を
執
る
。
筆

に
含
ま
れ
た

墨
は
生
き
て
い
て
墨
の
量
も
濃

淡
も

一
体
と
な

っ
て
書
く
人
の

人
格
を
通
し
て
作
品
が
出
来
上

が
る
。
書
に
対
す
る
教
養
と
書

写

の
基
本
が
あ

っ
て
初
め
て
書

道
と
な
り
え
る
。
基
本
が
出
来

た

ら
た
だ
精
進

あ

る

の
み
。
』

と
の
熱
意

に
よ
り
常

に
厳
し

く

ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

錬
成

の
合
間
に
は
書

に
関
す

る
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、　
一
般
教

養
と
な
る
お
話
も
お
聞
き
で
き

本
当
に
有
り
難
か

っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
し
た
証
と

な
る
作
品
の
制
作
と
更
な
る
資

格
の
向
上
を
め
ざ
し
、
先
生
と

先
輩

の
皆
様
が
立
派
に
築

い
て

く
だ
さ

っ
た
尊

い
会
を
何
と
か

存
続
し
て
参
り
た
い
で
す
ｃ
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一
区

唐

沢
哲
男

前

６９
号

で
先
輩
方
が
、
全
体

的
な

こ
と

で
洋

い
て
お
ら
れ
る

の
で
、
私

は
家

の
付
近

の
被
害

の
様
ｒ
を
中
心

に
書
き
ま
す
、

雨
は
六
月

‐
卜
四
日
か
ら
降

り
だ
し
、

‐
卜
六

日
よ
り
本
降

り
と
な

っ
た
＾
被
害

の
出
た

の

は
二
十
七
日
で
終
日
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
、
全
町
で
被
害
が
発
生

し
た
。
唐
沢
洞
も
土
石
流
が
発
生
し

道
も
川
と
な
り
、
家

の
北
側
の

川
も
本
流
と
な
り
、
中
庭
ま
で

土
砂
が
入
り
床
下
に
も
土
砂
が

た
ま
る
。
当
時
二
頭
乳
牛
を
飼

っ

て
お
り
牛
床
も
水

に
浸
か
る
。

夕
方
危
険
と
な
り
、
北
沢
富
夫

さ
ん
と
隣

の
寺
沢
さ
ん
宅

へ
移

動
さ
せ
、
家
族
も
家
財
道
具
を

持
参
し
避
難
。
自
分
は
カ

ッ
バ

を
着
た
ま
ま
納
屋

で
仮
眠
ｃ
数

時
間
お
き
に
我
が
家

へ
見
に
行

っ

て
く
る
。

羽
根
坂
線
Ｌ

の
山
を
小
学
校

校
庭
よ
り
の
大
量
の
水
が
流
れ

下
り
、
Ｖ
字
形
に
深
く
え
ぐ
れ

下
の
農
地

へ
大
量
の
上
砂
が
堆

積
し
た
。
現
在
は
橋
が
架
か

っ

て
い
る
。

水
防
団
員
と
し
て
出
動
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
家

の
こ
と

だ
け
し
て
お
れ
ず
各
所
べ
行
く
。

二
十
八
日
は
小
雨

の
時
も
あ

っ

た
が
、
降
り
は
強
く
家

の
片
付

け
は
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
。

天
竜
川
は
二
十
七
日
か
ら
惣

兵
衛
堤
防
の
決
壊
が
始
ま
り
、

水
防
団
、
区
民
総
出

で
必
死
の

作
業

で
防
ぐ
も
、
二
十
九
日
に

作
業
を
断
念
。
夜

に
な
る
こ
ろ

決
壊
。
下
市
田
河
原

の
美
田
に

□
書
の
購
入
を

一
時
中
止
さ
世
て
頂
き
き
け

毎
年
、
五
万
円
の
範
囲
内

で

約
二
十
冊
の
図
書
を
購
入
し
、

区
民
会
館

の
ロ
ビ
ー
に
常
設
展

示
し
て
、
貸
し
出
し
を
行

っ
て

き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
か

近
年
は
読
書
離
れ
が
す
す
み
、

ま
た
展
示
場
所
が
手
狭

に
な

っ

楽
し
い
江
戸

の
算
額

・
夢
を
か
な
え
る
ゾ

ウ

・
ト
ラ
ウ

マ
返
し

・
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生

・
中
原

の
虹

・
テ
ム
ズ
の
あ
ぶ
く

・
そ
の

日
の
う
ち
に
見
違
え
る
即
効
／

骨
盤

ス
リ
ミ
ン
グ

・
戦
場

の
ニ

ー
ナ

・
飯
田
、
下
伊
那
の
歴
史

・
ア
ン
ダ
ー
リ
ポ
ー
ト

●
お
ば

あ
ち

ゃ
ん
の
ご
ほ
う
び

・
信
州

休
日
の
社
寺
巡
り

・
歴
史
の
風

利

用

方

法

一
、
来
館
し
た
折
に
い
つ
で

も
借
り
ら
れ
る
。

二
、
図
書
貸
出
簿
ノ
ー
ト
に

記
入
す
る
だ
け
。

二
、
貸
出
期
間
は

一
ヶ
月

昭
和
五
十
九
年

一
月

一
日
発

行
の
初
刊
か
ら
二
十
四
年

の
歳

月
を
経

て
今
号

で
実

に
７０
号
、

節
日
の
記
念
号
を
お
届
け
し
ま

す
。
途
中
、
平
成
十
二
年

に
区

民

の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
も

実
施
し
、
以
後
そ
の
ご
意
見
を

参
考

に
し
て
現
在
ま
で
編
集
さ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
諸
先
輩

の
皆
さ
ん
の
続
け
ら
れ
た
ご
努

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後

も
末
永
く
愛
さ
れ
る
紙
面
作
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
グ

ル
ー
プ
紹
介
」
は
今
号

に
て
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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昭
夫

六
月
に
入
る
と
あ
の
頃
が
脳

裏
か
ら
離
れ
な
い
。
三
六
災
、

あ
の
惨
状
、
私
も
水
防
団
の

一

員

（
二
十
代
後
半
）
と
し
て
努

め
た
。
若
干
の
思

い
出
を
記
し

て
み
た
い
。

伊
那
谷
を
襲

っ
た
梅
雨
前
線

豪
雨
は
数
日
の
う
ち
に
五
八
〇

災害は忘れた頃に
三六災害の思い出

大
量
に
泥
水
が
流
れ
込
む
。

我
が
家
も
四
Ｈ
間
寺
沢
さ
ん

に
泊
ま
り
、
片
付
け
を
し
た
。

ｍ
を
超
え
未
曽
有
の
大
災
害
に

な

っ
た
。
六
月
ニ
ト
七
日
雨
足

が
強
く
な
り
町
内
各
所
で
崩
落

が
始
ま
る
。
追
分

・
牛
牧
の
山

津
波
、
中
小
河
川
は
増
水
決
壊
。

又
二
百
五
十
年
の
歴
史
を
誇
り

「
絶
対
大
丈
夫
」
と
信
じ
て
い

た
惣
兵
衛
堤
防
も
、
多
く
の
関

係
者
の
懸
命
な
水
防
も
空
し
く

決
壊
。
日
に
三
二
〇

ｍｍ
の
降
雨

は
天
災
の

一
言
に
尽
き
る
ｃ
私

は
以
後

「
絶
対
」
と
言
う
言
葉

は
慎
ん
で
い
る
。

十

一
名
の
尊
い
命
、
家
屋

・

耕
地
の
流
失
、
鉄
道
の
寸
断
、

交
通
も
途
絶
。
電
灯
も
消
え

一

時
は
暗
黒
の
町
と
化
し
た
の
も

事
実
。

雨
が
止
む
と
災
害

の
克
服
と

復
旧
に
立
ち
上
が
り
、
四
ヶ
年

の
短
期
間
で
大
方

の
復
興
を
完

成
さ
せ
た
の
も
全
町
民
の
血

の

に
じ
む
努
力
、
郷
上
愛
、
相
互

扶
助

の
精
神

で
あ
り
、
頭
が
Ｆ

る
。以
来
四
十
有
余
年
が
経
ち
時

ヽ
に
は
低
気
圧
、
台
風
の
来
襲
に

よ
る
降
雨
量
六
〇
Ｏ

ｍｍ
を
超
す

豪
雨
に
も
耐
え
ら
れ
る
堤
防
等

も
、
す

べ
て
先
人

の
経
験
と
努

力

の
賜
で
あ
る
こ
と
言
を
ま
た

な

い

「
転
禍
為
福
」
こ
の
言
葉

を
末
永
く
大
事

に
し
た
い
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
こ
の

処
気
象
が
お
か
し
い
。
又
い
つ

発
震

し

て
も
お
か
し
く

な

い

「
東
海
沖
地
震
」
に
備
え
る
た

め
、
町
内
中
小
の
河
川
も
大
分

疲
れ
て
い
る
、　
一
刻
も
早
く
総

点
検
を
愚
言
し
た
い
。

新
刊
図
書
紹
介

・
飯
田
線
２
０
０
キ

ロ
・
一
台

一

の
ク
ル

マ
が
あ
れ
ば
人
生
を
変

一

え
る
の
に
充
分
だ

・
家
食
パ
ラ

一

ダ
イ
ス

・
老
化
判
定
＆
ア
ン
チ

一

エ
イ
ジ
ン
グ

●
ミ
シ

ュ
ラ
ン
ガ

一

イ
ド
東
京
２
０
０
８

・
女
性

の

一

品
格

・
信
州
検
定
参
考
問
題
集

一

・
沈
ま
ぬ
夕
陽

・
あ
じ
さ
い
日

一

記

・
求
め
な
い

・
最
高

の
人
生

一

を
引
き
寄
せ
る
法

可
能
性

の

一

扉
を
開
く
七

つ
の
鍵

・
六
十
歳

一

か
ら
の
仕
事
ガ
イ
ド

「
前
職
活

一

用
型
」
か
ら

「
手
に
職
型
」
ま
で

一

百
職
種

●
リ

ュ
ー
ル
お
じ
さ
ん

一

・
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ

メ

一

ア
リ
女
王
の
個
人
秘
書
殺
人
事

一

件

・
十
四
歳

・
猫
の
あ
し
あ
と

一

ｏ
数
学
す
る
遺
伝
子

・
だ
か
ら

一

ｔ

一
た
事
等
を
考
慮
し
た
結
果
、
十

■
一
九
年
度
を
最
後
に
し
ば
ら
く
様

∴

一
子
を
見
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

貸
し
出
し
は
従
来
通
り
行

っ
て

参
り
ま
す

の
で
変
わ
ら
ず
ご
利

用
下
さ

い
。


